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論文内容の要旨
雪崩主活動は害賠主自身および口顎諸構造に存在する感覚受容器からの求心性情報により巧妙に制御調
整されている。しかし、顎関節部よりの求心性信号が顎筋活動をいかに制御するかについての生理的
機構の詳細については、今日なお不明の点が多い。
顎関節は、下顎神経に属する耳介側頭神経、日交筋神経、後深側頭神経からの関節枝により支配を受
けてむり、顎関節部の感覚受容器のあるものは、顎関節の位置、運動の方向および速度に関する情報
を中枢に伝える自己受容器としての役割をはたしていることが考えられる。
本研究は、顎関節感覚の生理的特性を明らかにする目的で、単純な蝶番運動を行なうネコを用い、
関節運動に際して耳介側頭神経顎関節枝に生じる反応を分析した。さらに、これらの求心性信号が岐
筋の活動にいかなる影響を与えるかを、日交筋支配のアルファー運動神経線維の応答を指標として検討
した。これらの結果にもとづき、顎運動および下顎の位置調節に対する顎関節感覚の制御作用を考察
した。
麻酔下でネコの耳介側頭神経を露出し、下顎頚部で下顎頭を切断、分離した。下顎頭の回転運動お
よび顎関節嚢への圧刺激によって誘発される神経活動を電気的に記録したo
また、顎関節嚢に電気刺激、圧刺激を与えた場合あるいは下顎頭を回転した場合、日交筋支配の運動
神経より誘発される反応を分析した。
顎関節嚢後部を支配する耳介側頭神経線維中には、下顎頭の回転むよび顎関節嚢後部表面圧刺激に
対し放電をしめすユニットが存在したO これらの多くは遅順応性放電であった。
下顎頭の関口方向への回転運動に応答したユニットの中には開口運動の初期に高頻度放電をしめし、
一定の開口角度に維持した状態では定常放電をしめすユニットが存在した。
このユニットの初期放電頻度は下顎頭の回転速度と開口角度の両因子によって変化し、定常放電頻
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度は下顎頭の最終的な開口角度によって決定された。下顎頭閉口方向あるいは、内側方向への運動に
際し放電をしめすユニットも多く存在し、その放電頻度は下顎頭の移動距離の増加とともに増大した。
下顎頭の回転運動に応答したこれらのユニットは顎関節嚢表面への触・圧刺激に対しでも反応したO
受容野はいずれの場合も顎関節嚢後外側部側頭骨付着部付近に限局する約1.5mmx 2 .Ommの範囲で、フ
ォン・フライ毛を用いて測定した応答闇値はきわめて小さく、受容野の中心部にあたえた極大圧刺激
では60-150Hz の高頻度放電が認められた。
また、下顎頭の開閉運動時の初期にのみ速順応性放電をしめすユニットも少数ながら存在した。
次に、下顎張反射を利用して一定頻度で出現させた H交筋支配のアルファー運動神経線維の放電は、
顎関節嚢後外側部にあたえた電気刺激によって最大150-400ms抑制された。また、顎関節嚢前外側
部および後外側部に対する圧刺激によっても、この神経線維活動は著明に抑制された。下顎頭の回転
では、開口方向および内側方向に凪転させた場合に日交筋運動神経の活動は抑制作用を受けた。さらに、
これらの抑制現象は反対側顎関筋嚢の刺激によっても誘発された。
これに対し、顎二腹筋支配の運動神経線維の活動は顎関節嚢刺激によって促進作用を受けた。
以~:、顎関節嚢後外側部には多くの感覚受容器が存在分布し、関節の位置および回転運動の方向、
角度、角速度に関する情報が耳介側頭神経を介して有効に中枢に伝達されていることが明らかになっ
た。また、これらの感覚受容器の反応|制l直が小さく受容野も狭いことは、顎関節感覚が鋭敏なもので
あることを物語っている。さらに、顎関節からの求心性信号は両側性に岐筋運動ニユーロン活動に
影響をおよぽし、その制御機構は抑制による調節であることが明らかになった。すなわち、顎関節か
らの求心性信号は開口運動時には閉口筋活動を抑制し、開口筋活動を促進して円滑な開口動作を行な
わせ、また、閉口運動時には、閉口筋活動に対する抑制が解除されてスムースに閉口動作が行われる
よう働いていることが推察される。開口運動時に顎関節よりの求心性信号が初期に高頻度であること
は、 上記制御機構をより効果的にしているものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本論文は下顎運動に際し、顎関節嚢より生じる求心性情報がいかなる性質のものであるかをネコに
ついて分析すると共に、これら情報が写員自主支配三叉神経運動ノイロンの活動にいかに作用するかを神
経生理学的に解明したものである。
顎関節嚢後部膜よりの求心性情報が日交筋支配運動ノイロンの活動を抑制し、顎二腹筋支配運動ノイ
ロンの活動を刺激し、下顎の開口運動の調整にそれぞれ関与していることを明らかにした。
従来不明であった顎関節よりの求心性情報とその顎運動調整に関する生理学的機序を明確にした点
高く評価すべき業績であり、口腔生理学的に極めて価値が大である。よって本論文は歯学博士の学位
に十分値するものと認める。
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